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今では高層ビルや多くの倉庫が建ち並び、お台場へ続く夢の架け橋「レインボーブリッジ」の橋畔として知られる芝浦。最近
では、新しい島の出現によって、俄然注目を浴びるこの街ですが、昔はどんな姿をしていたのでしょう？ 地図と写真をもと
に、芝浦の今と昔を探ってみましょう。

 江戸時代、この付近の海岸線は現在のＪＲの線路より内側にあったことが当時の地図からもわかります。このころ芝浦

にはまだ土地さえ存在していませんでしたが、「札の辻」、「金杉橋」、「大木戸」といった現在でも残っている地名が、すで

にこの時代の地図にも描かれています。また、現在でも昔の道の形が残されているところがたくさんあります。

 今では想像もつきませんが、明治時代には、海水浴や潮干狩りを楽しむ人々で賑わっていました。また、東京湾で獲れ

た新鮮な魚介類を出してくれる料亭や流行の温泉旅館などもあったそうです。

 
▲沖から鹿島神社方面を望む画です。 

（御穂神社 鹿島神社 雪旦 木版（江戸名所図

会 天保７年））

 
▲海水浴を楽しんでいる風景 

（芝浦水泳所全景 大正3年ごろ（芝浦水泳所

絵葉書 長谷文三郎氏提供））

 
▲芝浦海岸で潮干狩りをしている風景 

（芝浦海岸の汐干狩り 明治44年（東京風景））

 明治40年前後から東京港湾の埋め立てが進み、このころから芝浦付近の景観が

変化し始めました。その後、関東大震災による救援物資輸送のため、本格的なふ頭

の建設が急遽実施され、大正の終わりから昭和のはじめにかけて「日の出」、「芝

浦」、「竹芝」のふ頭が相次いで完成しました。その後、芝浦には工場や倉庫が建設

され、現在は羽田へ続くモノレール、お台場へと続くレインボーブリッジ、高層ビルや

マンションが建ち並ぶ近代的な街へと変貌しています。

 この街のシンボルでもある“運河”の脇には遊歩道や植え込みが整備され、水辺の

景色を楽しみながら、散策することができます。運河に囲まれた芝浦の街では、運

 

 
▲品川駅停車場から芝浦方面を望む

（明治44年）



▲南極探検隊石碑

河の上を通過するモノレールなど他の街ではなかなか目にすることのできない風景

を楽しむことができます。

 そんな芝浦の街に、あなただけの景色を探しに出かけてみてはいかがでしょう？ 

（写真：港区立港郷土資料館所蔵）

 
▲夕凪橋から芝浦アイランド方面を望む

芝浦芝浦芝浦芝浦のののの誕生誕生誕生誕生

江戸明治大正時代の芝浦付近の地図です。明治後半に埋め立て

が進められるまで、芝浦はまだ海でした。大正時代には埋め立て

も進み、現在の芝浦の姿に近づいてきました。現在の地図と見比

べて、更なる芝浦の変化を発見してください。 

※番号は今も残されている史跡、建物が各時代にどのような場所に存在した

かを記しています。

(1)金杉橋  

(2)慶應義塾大学 

(3)西郷南洲 勝海舟 会見之地碑 

(4)JR田町駅 

(5)札の辻 

(6)大木戸

 

 

 

芝浦芝浦芝浦芝浦のののの知知知知られざるられざるられざるられざる名所名所名所名所

プロプロプロプロ野球野球野球野球発発発発祥祥祥祥のののの地地地地 

 50年ぶりの新規球団参入で、盛り上がるプロ野球ですが、プロ野球発祥の地がな

んとここ芝浦だったことをみなさんご存知でしょうか？ 大正９（１９２０）年、芝浦野球

協会は、現在の埠頭公園付近にあった芝浦球場を本拠地として、始めてのプロ野球

を発足させました。 

 

 



南極探南極探南極探南極探検検検検隊出隊出隊出隊出発発発発のののの地地地地 

 芝浦は日本で初めての南極探検隊が出発し、帰還した場所でもあります。埠頭公

園には、この偉業を後世に伝える石碑が建てられています。
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